
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 21 年 4 月 29 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
研究分野：経営戦略 
科研費の分科・細目：経営学・経営学 
キーワード：競争戦略、国際標準、デファクト標準 
 
１．研究計画の概要 
 本研究は、民間企業が公的標準で収益を上
げていくためのメカニズムの解明を目的と
している。 
 主に、事例調査分析が中心となっており、
そのために各社へのヒアリング調査を実施
している。 
 
２．研究の進捗状況 
  

研究課題について、主に自動認識業界にお
ける標準化と競争優位についてヒアリング
を中心に進めてきた。これまで分かったこと
は、かつてのデファクト標準にみられた競争
優位と今日一般化してきているフォーラム
標準との間には明確な差違が存在するとい
うことである。その内容については、図書や
論文、学会等で報告しているが、特に標準化
から収益化への道筋をつけるためのビジネ
スモデルが大きく異なることが挙げられる。 
その理由には、競争環境の変化、さらには

国際ルールの制定が挙げられる。それらのう
ち、競争環境の変化については「業際化」の
進展が、また国際ルールの制定については
WTO/TBT 協定の存在に起因する。 

今現在は、こうした新たなタイプの標準化
プロセスが求められる中で技術を開発する
企業がどのようなビジネスモデルを想定す
ることが出来るのかについて、ヒアリング調
査を重ねている段階である。 

その結果を今年度前半にまとめ、本研究課
題を仕上げていく予定である。 
 
 
３．現在までの達成度 

 
 上述したように、現在本研究は「おおむね
順調に推移している」ものと認識している。
そのため、本研究の当初の目的として掲げて
いた AIDC(自動認識技術)業界の調査が進ん
だことから、日本発の国際標準である QR コ
ード、あるいは RFID に組み込まれた日本の
技術などにおける開発動向に対する詳細な
調査活動も実現するなど、当初予定していた
以上の成果も出てきている。 
  
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 今後は、本研究をとりまとめていくが、そ
の中で「標準化の効果」について整理してい
きたいと考えている。特に、イノベーション
と標準化の関係について本研究のデータか
ら何らかの指摘ができるように持って行け
ればと考えている。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
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